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水辺
み ず べ

には、食べ物や巣
す

の場所
ば し ょ

、ねぐらをもとめてたくさんの鳥が集
あつ

まって

きます。夏になると、水辺
み ず べ

に広がるヨシ原で「ギョギョシ ギョギョシ ケ

ケス ケケス ケケス」と鳴くオオヨシキリの姿
すがた

やヨシゴイなどの夏鳥
なつどり

が見

られ、ツバメやスズメがねぐらをつくるためにむれをなしています。冬にな

ると、マガモやコガモ、ハシビロガモなどのカモの仲間
な か ま

や、ユリカモメとい

った、たくさんの冬鳥
ふゆどり

が冬をこすために湖をおとずれます。これらの鳥や湖

の魚などをねらって、オオタカやミサゴなどの猛禽類
もうきんるい

もやってきます。稲敷市
いなしきし

の稲波
い な み

干拓
かんたく

には、関東
かんとう

地方
ち ほ う

でたった 1カ所のオオヒシクイの越冬地
えっとうち

となって

おり、毎年冬に６０羽ぐらいがとんできます。 
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